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日乗連 

日本学術会議、東京工業大学 
にて講演 

2007年 6月 27日、東京工業大学工学部にて「航空事故調査の立場から見る社会

と安全」、続く 7月 5日には日本学術会議「安全工学シンポジウム」にて日乗連、

舘野 AA（事故解析）委員長が講演を行いました。 
 

     
東京工業大学における講義         日本学術会議シンポジウム（休憩時間） 

 
今年度の東京工業大学での講義には 164名の学生が受講しました。この講義は大学の正式科

目として扱われ受講した学生には単位が与えられます。学生からは日本の事故調査制度や責任

追及のあり方について数多くの意見が上がりました。 
 
日本のトップクラスの学者・研究者が会する日本学術会議 主催「安全工学シンポジウム」

に今回初めて日乗連がパネラーとして招かれました。「事故防止、被害軽減のために今取り組

むべきこと、望まれる事―各界の役割と進むべき道は」と題した今回のシンポジウムにて日乗

連からは「航空における安全性の向上施策」と題し「航空の黎明期から現在までの安全性の向

上」「Proactiveな安全施策」「安全情報提供」等について講演を行いました。今回の講演内容

は日本学術会議により 534ページにも及ぶ講演稿集として編纂されています。 



 


